
オリ・パラ準備もいよいよ総仕上げです！
　～東京海上保安部の取り組みについて～

トピック「海と安全」

東京海上保安部

◆はじめに
　思い起こせば一年前、東京２０２０オリ
ンピック・パラリンピック競技大会に向け
た東京海上保安部の取り組みや大会期間中
の港内における注意点を、本誌春号に投稿
させていただきました。当部としましても、
総力を挙げて万全の準備を整えておりまし
たが、新型コロナウイルス感染症の影響に
より１年間の延期が決定、大会本番に向け
て高めてきた気持ちのやり場に難渋した記
憶が蘇ります。
　今般、１年間の延期を経て、再び開催が迫ってきたところで、改めて東京海上保安部の
これまでの取組みを紹介させていただきたいと思います。

◆航行自粛海域などの設定
　当庁が設定する航行自粛海域と停留自粛海域の設定については、４年前までさかのぼり
ます。
　航行自粛海域とは「この海域は航行しないでください」、停留自粛海域とは「この海域
では止まらずに速やかに航行してください」という要請で、それぞれ海上警備の観点から
競技会場や選手村の周辺に設定する海域ですが、海運業や観光業などの生業や、舟遊びな
どのレジャー活動への影響は大きく、こうした水域利用者の皆様のご理解をいただかなく
てはなりません。
　このため、まずは、どのような船が、どの海域をどのくらい航行しているのかを熟知す
る必要があり、東京港内の要所要所に定点カメラを設置し、通航船の実態を調査しました。
加えて、関連する事業所やマリーナを訪問させていただき、ご意見を頂戴することで詳細
な通航船実態の把握に至り、航行自粛海域の設定につながり、また、ご理解とご協力をい
ただくことができました。
　その後は、１人でも多くの方々に当庁の施策を知っていただかなければならないことか
ら、マリーナや漁協利用者の方々への直接的なご案内や、ＳＮＳやホームページを活用し
た情報発信など、様々な手法により周知活動を継続して行っております。

陣頭指揮を執る山田部長



【航行自粛海域などのリーフレット】



◆自主航行ルールの策定支援
　「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を成功させたい。地元の海は自
分の手で守りたい！」
　実に様々な船舶が複雑に交差する運河を行き交い、我が国の経済の中心として発展して
きた東京港では、当庁をはじめとした公的な機関だけでなく、民間の海域利用者の方々も

「海の安全」の大切な担い手です。
　当庁が設定する航行自粛海域などに加え、オリ・パラ期間中は、競技開催に伴うお台場
海浜公園の閉鎖など、変化を強いられる船舶の交通流に対し、東京港を利用する全ての水
域利用者の皆様が、「東京の海で安全への想いをひとつに　ALL FOR SAFETY」というス
ローガンを掲げ、「Port of Ｔｏｋｙｏ　船舶航行安全推進プロジェクト」を発足させました。
　このプロジェクトでは、合計 5 回の勉強会を重ね、当庁が設定する停留自粛海域の一
部に「原則、一方通行」という交通流を整えるルールや、航行自粛海域など以外の東京港
内の広い水域に「原則、停留（錨泊・漂泊を含む）をしないでください」というルールを
策定しました。
　水域利用者が主体となって自主的に航行規制を策定するというのは、全国的にも初の試
みであり、同じ東京港で働く当部としても非常に頼もしく、策定のお手伝いをさせていた
だきました。
　この自主航行ルールは大会期間中に限ったものとなりますが、こうしたプロジェクトが
発足し、ルールを作り上げたという事実は、今大会の大きなレガシーであると思っています。

【自主航行ルールのリーフレット】



◆コロナ禍での周知活動
　新型コロナウイルス感染症の全国的かつ急速な蔓延により、最初に緊急事態宣言が発令
されたのは、昨年４月７日のこと。外出の自粛や学校の休校、多くの人が集まる施設の使
用制限や通勤抑制など、これまで経験したことのない生活が始まりました。
　私たちにとっても未経験の領域であり、感染防止を第一に考え、対外的な周知活動は、
一旦停止せざるを得ませんでした。
　何もできない日々に焦りばかりが募りましたが、「ここで足を止めてはいけない」とコ
ロナ禍でもできることを模索し、自治体や民間企業の協力を得て、都内各所にポスターを
掲示させていただいたほか、街に設置されているパブリックビューイングやデジタルサイ
ネージを活用させていただくなど、間接的ではありますが、感染防止に配慮しつつ、多く
の方々の目に触れる周知活動を企画しました。

【ゆりかもめ沿線に掲示されたポスター】



◆結びとして
　この紙面をお借りして、皆様のご理解とご協力に対し、心よりお礼申し上げます。ここ
まで漕ぎつけることができたのも、皆様のおかげであり、大会本番でも変わらぬお力添え
をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

【五月晴れの空の下、レインボーブリッジを航過する巡視艇まつなみ】


